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概要

　ん∂o加〃m8ルm、ノ。∂Cノ∂舳〃。〃〃允〃＾およびル∂oノ∂α∂∬ノ。∂〃∂が産生する化学成分に関す

る最近の文献調査結果について取りまとめた。

1．はじめに

　今後人類が持続的生存を続けるためには、化石資源・エネルギ』に対する依存度を下げ、バイオマ

ス資源・エネルギーに対する依存度の大幅上昇が必須であると言われるようになり既に久しい。さら

に、本年の福島第一原子力発電所における事故を契機に、バイオマス資源・エネルギーを含む再生可

能資源・エネルギ』の開発に対する要求が一層上昇していると思われる。

　バイオマス資源は、その資源密度が低く、原子力発電所で得られるエネルギーを全て直ちに代替す

ることは難しい。しかし、太陽光、風力、地熱発電等では、工業原材料が直接得られないのに対し、

バイオマス資源には工業原材料を与えると言う重要な特性がある。

　バイオマス資源のうち、木質資源はバイオマス資源蓄積量の約90％を占める1■2）ので、森林環境保

全と地球温暖化防止を前提とした、最先端の手法による樹木品種改良、持続的管理栽培、木質のバイ

オエネルギー・バイオ燃料および材料への地域分散型変換利用を総合的に図ることが必須となってい
る3）。

　そこで、生存圏研究所においては、熱帯人工林の環境貢献と持続的生産利用を研究所の重要なミッ

ションのひとつに掲げ、その発足以来「アカシアプロジェクト」の通称の下、研究所を挙げての取り

組みを続けた。さらに平成21年度からは、同プロジェクトをフラッグシッププロジェクト「熱帯人

工林の持続的生産利用に関する多角総合的共同研究」に組換え、関連研究を推進している。

　主要な熱帯造林樹種としてのル∂Cノ∂には、ノ肌ノ∂m舳虹αmとん∂Cノ∂〃〃。〃舳〃ノ3およびこ

れらのハイブリッド（ル∂oノ∂mm虹αm×ル∂oプ∂∂〃ゴω〃允〃ノ∫，ん∂Cゴ∂伽か〃、並びにル∂oプ∂

c〃∬プ。∂〃∂などがある。月．mm釦mについては、1993年にKamis　AwangとDavid　Taylorの編集

に拠る“ル∂oゴ∂〃伽8ルm　Growing　and　Utilization”4）が出版され、生物学的特長から病害、木質材

料特性や市場性まで広範に記載されている。しかし、化学成分に関する記載はほとんど無かった。そ

こで、上記、アカシアプロジェクトの」環として平成18年度に推進した京都大学総長裁量経費「熱

帯人工林の環境貢献と持続的生産利用」のプロジェクトの中で、ノ．m〃8ルm、月、舳〃。〃〃。〃北お

よびル∂oノ∂伽か〃に関する化学成分の2006年までの文献調査結果について取りまとめた5）。そこ
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で、本稿では同調査以後の文献について取りまとめを行った。

2．λmm8！m、λ〃〆！o〃肋m！8、んm！∂カ％〃aおよびλo〃38！o∂ψ∂の化学成分

2．1！．m烙！m

“月080ノ∂棚刀8ル〆　をキーワードとしてSciFinder　Sθarchを行ったところ（平成23年4月2日）、

2007年以降の文献で148文献がヒットした。前回の調査5）では2003～2006年の文献が95報、

1995～2002年の文献が92報、1994年以前の文献が23報であり、明らかに近年の報文数の増加
が見て取れる。これらの148文献のうち、化学成分関係が22報6－27）、パルプ化関係が4報28■3／）で

あった。

　化学成分関係22報の内容は、タンニンに関するものが！2報6Iユ7）、リグニン構造に関するもの2

報18119）、微生物に対する活性成分が2報20－21）、脂肪酸・レジン関係が2報22■23）、発熱量・バイオ

エタノール関係が2報2炉25）、セルロールミクロフィブリル傾角関係が1報26）、リグニンの微生物分

解関連が1報27）である。これらの結果は、ノ、mm虹m樹皮タンニンの利用が進んでいることを反映

している。また、リグニン合成酵素遺伝子32）と二次木部形成部位での遺伝子発現データベース33）に関

する報告がそれぞれ1報見られた。

2．2　ノ，．　∂〃〆！0〃／！戸bκ”7！8

　一方、“ん∂oノ∂舳〃。〃〃。〃ノ8”をキーワードとした場合、2007年以降で73文献がヒットした

（平成23年4月2日）。これらの文献のうち、化学成分関係が8報34－42）、パルプ化関係が2報
42143）である。

　化学成分関係7報の内容は、一般化学成分分析に関するものが1報34）、脂肪酸分析関係が1報

35）、抗酸化性・ラジカル補足関係3報36－38）、堆肥化へのリグニン・ポリフェノールの影響に関する

ものが1報39）、生理活性成分関係2報40’41）である。また、リグニン合成酵素遺伝子32）に関する報

告が1報見られた。

2．3ん〃！∂hybrid（ん∂o！∂mθηe！m×ん∂o！∂〃〆！ω〃肋m！8）

　“ん∂oノ∂mη8ルm”もしくは“ん∂o／8m〃。〃〃。〃ノ∫”をキーワードとして検索した際、ル∂oノ∂

hybridも検索にかかってきた。すなわち、近赤外分光分析によるリグニン解析に関係1報19）、パル

プ化関係2報30’44）見いだされた。

2．4んm！∂o〃85！o〃ρ∂

　また、“ん∂oゴ∂o〃∬ノ。∂〃∂”をキーワードとした場合、47文献がヒットした（平成23年4月

2日）。本種については前回の検索5）に加えていないので、年代を区切らずに検索した。その結果、

パルプ化関係6報30’45一側、近赤外分光分析によるリグニン解析1報19）、微生物に対する抵抗性成分

関連1報20）、抗酸化成分関係1報刷）、多糖分析関係1報51）、フラボノイド関連1報52〕、抽出成

分分析関連2報53’54〕が認められた。本種はパルプ用材として湿性土壌にも植栽されていることから、

パルプ関連文献が多く見出されたと考えられる。

2．3まとめと将来展望

　ノ、mm8ルm、ノ．〃”o””o〃ノ8、ル3Cノ∂伽か〃およびノ．C〃∬ノ。∂〃∂の化学成分関連の報告に

ついては、これらのパルプ用材としての実績を反映して、パルプ関係のものが比較的多い。化学成分

の分析に関しては、ある程度報告されているものの、総合的な成分分析はいまだなされていない。ア

カシアの植栽面積は全人工林面積の約5％とされており（ユーカリは約10％）55）、アカシアは実用

樹種のうちでも重要なもののひとつであることからすると、実用アカシアの成分表を完備することが

求められる。また、熱帯アカシアのバイオテクノロジーは、ポプラやユーカリのそれと比べてかなり

後れを取っている。今後これらのアカシアの利用を一層進めるに際し、育種目標に関連した化学成分
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をメタボロミクスの手法を適用して網羅的に解析する必要があると思われる。例えば、心材腐朽抗性

品種と感受性品種に関する網羅的成分分析を行うことにより、抵抗性成分の同定が可能となる。次い

で、心材腐朽抵抗性の原因遺伝子を単離するため、心材腐朽抵抗性成分とその生合成前駆体に関する

網羅的成分分析が必要となろう。同様の解析は、有機化合物が関与する様々な有用形質についても適

用可能である。これらの手法を適用して有用形質原因遺伝子が取得されれば、並行して検討が進んで

いる分子育種技術を用いて、有用形質を持つル∂cノ∂spp．の育種が可能となろう。
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